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避難行動は極めて複雑で、個性的であるが、地震直後の
意識と避難行動パターンを分類した。意識 避難行動 タ ンを分類 。

20代女性避難行動の例
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対象とする避難：命を守るための発災直後の避難対象 する避難 命を守るた 発災直後 避難

主に津波が対象となるが、他の災害からの避難も対
象とします象とします。

• 東日本大震災における山田町と石巻市のアンケート調査• 東日本大震災における山田町と石巻市のアンケ ト調査
によると、地震後に直ちに立ち寄りせずに避難した人は、
山田町で23%、石巻市で13%に過ぎない

• 地震後に直ちに立ち寄りせずに避難する人をどうやって増
やせばよいのか
またこの方策を永遠に継続できるのか 短期的にはともか• またこの方策を永遠に継続できるのか、短期的にはともか
く長期的に自力で避難できない方の対策をどのようにする
のかのか

• 1）避難と情報、2）自助・共助と公助、ソフト対策とハード対
策、3）避難シミュレーションの方向性と可能性、の観点から
議論していただきたいと考えております。


